
水戸市の教育目標茨城県の教育目標

学校の当面する課題 課題解決のために

本 校 の 教 育 目 標

活力のある学校 共 に 学 ぶ 生 徒

「すこやかに　たのしく　きよく」
心豊かで，たくましく生きる力を育成する。 

●楽しい学びの創造（向学立志　旧制水高生の目標）� 
●豊かな心とたくましい体の育成（相互扶助と心身の健康）�
●郷土を愛し，（国際）社会で活躍できる態度の育成（郷土愛と国際理解）

目指す学校像 目指す生徒像

●学習課題の提示，板書計画の作成と累積
●学年会での相互検討

●多様な文字資料の活用（教師自身の読書と教材研究）

●小中連携の推進（常磐小，新荘小，柳河小）

　・３か年計画の2年目,実態把握,学習習慣の共有化

　・授業で出来るだけ漢字を使用する。ルビの活用。

●辞書の活用（机の上にいつも辞書を）や図書館の利用

　・辞書の購入・整備

●地域組織「ランド常磐の会」「住みよいまちづくり

新荘会」「柳河自治住民の会」，高齢者クラブとの連

携，人材活用�   

●大学との連携（共同研究の推進，学生ボランティアの活用）� 

●積極的な情報の発信

 ・生活・学習習慣の確立（家庭との協同作業による）�   

 ・保護者会の充実及び各種たよりやHPの充実

●生徒・保護者・地域等の声への傾聴（謙虚に）�    

平 成21 年 度 学 校 経 営 の 概 要

●基礎的・基本的な知識・理解の定着�   
●教科の知識・技能を活用した思考力や表現力の育成�   

●全ての教科の中核に「言語力」を据えて学力の向上を

図る－文科省指定2年目の研究を推進する－

●「読み先習」の推進

●学習習慣や学習意欲の向上（提出期日を守れる生徒は

学力が高い。－調査部調査による－）

学力向上　楽しい学び（授業）づくり�1

●特別活動（行事・学級会・生徒会）の充実�   

●自ら本に手を伸ばす生徒の育成�   

●体育の授業や体育的行事，部活動の有効活用（体力面・

精神面の充実を目指して）�   

●音楽・美術・技術・家庭の充実（自己発見）�  

●居場所のある学級づくり（エンカウンター等の活用，

自律性と関係性の調和）

●特別支援教育の充実�  �   

豊かな心と体づくり　明るい学級づくり2

●楽しい授業の創造�   

●豊かな心と体の育成（読書，特別活動，部活動）  

●家庭学習の習慣化�   
●ＰＴＡ・後援会との連携�   

●地域組織との連携・協力

●学校評議員会の活用�   

●学校評価，学校関係者評価の活用�

●外部の教育力の積極的な活用� 

●誠実・熱意・チームワークのある教職員を目指す�      

保護者や地域との連携　信頼される学校づくり3

組 織 目 標

●授業づくり（学習課題の提示，板書計画の検討と累積）�

●学級づくり（自主的・共同的な取り組みのできる生徒）�

●学校づくり（誠実・熱意・チームワークのある教職員）�

グ ル ー プ 目 標

●学級会・生徒会・委員会活動を生かした活動

 ・体育祭・合唱コンクール・常時活動

●学年行事の充実� � �  

花と語るつどい（１年生）

立志のつどい   （２年生）

高校訪問          （３年生）

●特色ある活動� 

・「クリエイトタイム」と朝の読書（毎日）

・みんなにすすめたい一冊の本 目標「30 冊読んだ子 80 人」
・「ホームタウンタイム（月1回程度）」

優しい心の育成

自分探し，社会への関心

キャリア教育の推進

・・・・・・・・・・・

・・・

・・・・・・・



平成21年度の主な行事

第 1 学期始業式
第 62 回入学式
定期テスト①（学力診断テスト～ 17 日　）
授業参観・保護者会，ＰＴＡ・学校後援会・手をつなぐ親の会総会
家庭訪問（～ 24 日　4 日間），全国学力・学習状況調査（3 年）
避難訓練
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1 年生部活動入部
水戸市陸上・総体開会式（笠松運動公園競技場）
生徒会総会
部活動保護者会
第 1 学年校外学習（筑波山方面）
第 3 学年修学旅行（奈良・京都方面　18 日～ 20 日）
第 2 学年「船中泊を伴う自然教室」　（北海道方面～ 29 日）

水戸市総合体育大会壮行会
定期テスト②（中間）
水戸市総合体育大会（～ 25 日）
定期テスト③（期末）

音楽のつどい，学校公開（～ 3 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
授業参観 , 保護者会
第１学期終業式

第 2 学期始業式 ・避難訓練
ＰＴＡ除草作業（予定）

体育祭
水戸市新人陸上・新人大会開会式（笠松運動公園競技場）
後期生徒会役員立会演説会
市新人大会壮行会
水戸市新人体育大会（～ 10 ／ 2 日）

教育実習開始（～ 10 ／ 30 日）
定期テスト④（中間）
第 62 回創立記念日
写生会
日の縦祭合唱コンクール（未定）
一中学区青少年育成会講演会（未定）

学校公開（～ 6 日），総合学力診断テスト（3 年）
茨城教育の日，「花と語るつどい」（1 年）
三者面談（～ 20 日）
定期テスト⑤（期末）

第 2 学期終業式

第 3 学期始業式
定期テスト⑥（3 年学年末テスト）
3 年三者面談（～ 22 日）

立志のつどい（2 年）
新入生体験入学・保護者会
県立高校推薦入試（予定）
前期生徒会役員立会演説会
定期テスト⑥（1，2 年学年末テスト）　　　　　　　　　　　　　　　　
授業参観，保護者会 1・2 年

県立学力検査（予定），1・2 年実力テスト
3 年生を送る会
第 62 回卒業式
修了式

月 日 曜 内　　　　　　容

24 日



校　　長 本　田　和　夫

鹿志村  育　男

石　井　政　道

圷　　昇　一

木　下　正　江

加　藤　一　士

ヘイスース ビーヤノーバ

教　　頭

主　　査

教務主任

第　1　学　年 第　2　学　年 第　3　学　年

学年主任

学年担任

学年担任

原　田　泰　子 数学

保・体

坂　田　久　美 国語

豊　田　敬　慈 保・体 山　田　文　子 音楽

楠　　　正　規 社会 　　田　直　樹 理科 高　橋　資　明 数学

葛　西　亜　紀 家庭 橘　    　明　広 国語 英語

理科

中　谷　　　寿 技術

小松�　美　重 英語 吉　野　直　美 国語

山　田　理恵子 数学

社会

薗　部　　　護 理科

浅　野　憲　二

美術

保・体

学　

級　

担　

任

1　組

2　組

3　組

4　組

校長

男

女

計

教頭 教諭 講師

1 0 11 1

０ 1 9 0

1 1 20 1

養教 主査 事務補 AET

0 1 1 1

1 0 0 0

1 1 1 1

計

16

11

27

�昭和23年�3月�26日�新学区制により，新荘，常磐の両小学校に併設されていた。
� � � �両中学校が合併，水戸市立第一中学校として創立。
� �10月�23日�開校記念式典　この日を創立記念日とする。
�昭和25年�12月�15日�旧水高跡地に新校舎を建設し，新築落成式を挙行。
�昭和27年�9月�1日�特別教室4教室竣工落成。
� �11月�9日�校歌作詞者金田一京助先生　作曲者高木東六先生　出席
� � � �校歌発表会。
� �4月�6日�学校統合により，柳河地区の一部が一中学区に編入。
�昭和32年�11月�7日�創立10周年記念式典を挙行。
�昭和35年�3月�31日�昭和34年10月に着工された屋内運動場兼講堂が完成。
�昭和36年�6月�10日�屋内運動場竣工記念式典を挙行。
� �11月�1日�堀町に開設した一中分校独立，
�　　　　　　　　　　�水戸市立第五中学校として発足。
�昭和37年�10月�21日�ＮＨＫ合唱コンクール関東甲信越大会で第１位。
�昭和40年�2月�4日�県下で初めての「立志式」。
� �9月�15日�水戸一中後援会を設立。
�昭和43年�7月�10日�水戸一中手をつなぐ親の会発足。
�昭和46年�7月�25日�体育部室13室が完成。
�昭和47年�6月�26日�野球部13年ぶり県大会制覇，水泳男子も県優勝。
�昭和49年�5月�18～19日　水戸市中学校総合体育大会総合優勝。
�昭和50年�2月�15日�管理用4階建完成。
�昭和51年�4月�6日�第2棟完成。
�昭和52年�4月�6日�第2棟第3期工事完成。
� �11月�22日�創立30周年記念式典 新校舎改築落成竣工式を挙行。
�昭和53年�3月�31日�第4期工事・技術科室完成。
�昭和54年�8月�21日�創立30周年記念事業の一環として「校歌碑」の建立。
�昭和62年�4月�10日�屋内運動場（柔剣道場）プール改築工事完成。
� �11月�25日�創立40周年記念式典。
�平成元年�4月�1日�学区変更に伴い，曙町・袴塚2丁目学区編入。
� 平成5年�6月�10日�北海道への船中泊を伴う自然教室（5泊6日）第1回開始。
� 平成8年�8月�10日�校舎大規模改造事業着手。
� 平成9年�10月�14日�1棟校舎完成引越し。
� �10月�23日�創立50周年記念式典。
�平成10年�10月�19日�2棟校舎完成引越し。
�平成11年�4月�1日�姉妹校交流事業推進校（県立盲学校）。
�平成13年�11月�8日�関ブロ造形教育茨城大会（～9日）。
�平成15年�2月�20日�第2学年4組においてＩＥＡ国際数学・
�　　　　　　　　　　�理科教育動向調査を実施。
�平成16年�9月�11日�東関東吹奏楽コンクール金賞受賞。
�平成18年�2月�23日�幡谷教育振興財団賞受賞（副賞100万円）。
�平成18年�5月�29日�県議会文教治安委員会学校訪問（道徳授業公開）。
�平成18年�9月�9日�体育祭復活。
�平成18年�11月�24日�文科省委嘱（学力向上）研究発表会。
�平成19年�10月�30日�平成17・18・19年度　文部科学賞委嘱学力向上拠点形成事業
　                                 実践推進校　研究発表会。
�平成19年�11月�4日�創立60周年記念式典・記念講演。
�平成19年�11月�22日�平成19年度　第25回関東ブロック中学校社会科教育研究大会
　                                 茨城大会会場校（歴史的分野公開授業）。
�平成20年�4月�1日�文部科学省学力向上実践研究推進校（指定）。
�平成21年�4月�1日�文部科学省学力向上実践研究推進校（指定）2年次。

時
曜 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

8:10～8:10

8:15～8:30

8:10～8:15

12:30～13:10

13:10～13:35

15:35～15:50
(火，木，金の清掃時間）

15:55～16:10
(火，木，金の帰りの会時間）

15:40～16:15

8:40～9:30

9:40～10:30

10:40～11:30

11:40～12:30

13:40～14:30

14:40～15:30

登　　　校　　　完　　　了

読　書　タ　イ　ム

朝　の　会

職員朝会 8:20～8:35

ク　リ　エ　イ　ト　タ　イ　ム

昼　　　　　食

昼　　休　　み

清　掃
※全校集会

帰りの会

研　修
学年会

職員会議

清　掃 清　掃清 掃
14:35～14:50

帰りの会               
14:55～15:10         

※生徒会・委員会活動
15:20～16:10                              

※ホームタウンタイム
14:40～15:30

清掃
15:35～15:50

帰りの会
15:55～16:10

帰りの会
完全下校

16:25

完全下校
15:25

帰りの会

部　活　動

沿 革 概 史 平 成 21 年 度  日 課 表

職 員 組 織
ク ラ ス 編 成

学校医

学校医

学校医

学校歯科医

学校薬剤師

内　科

眼　科

耳鼻科

歯　科

高　橋　　　實
本　多　捷　郎
内　田　　　郁
斎　藤　正　幸
佐　野    典　子

木　村　雅　博
（ 5 組 担 任 ）

植　竹　里　江

�　�　淳　子

竹　貫　裕　文

石　川  　　  慶

1年

男

女

計

2年 3年 計

62 57 65 184

63 53 76 192

125 110 141 376

生　　　徒　　　数

学級別生徒数（実家庭数）1年

4 3 4 1 12

計

年
組

2年 3年 5組

教　　　職　　　員　　　数

1
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2
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5 10
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29

21

22

27

28
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7

8
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12
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17
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19

20

23

24

25

26

15:15～15:30

15:35～15:50

清　掃

帰りの会
14:35～14:50

14:55～15:10

完全下校時刻 04月～9月

10月

11月～1月

18：30

18：00

17：15

2月

3月

17：30

18：00

1 2 3
教務（保健主事）

事務補

AET

1

2

3

4

5

計

31（24）

31（25）

31（26）

31（20）

1（1）

125（96）

36（36）

36（35）

36（36）

2（2）

110（109）

36（36）

34（34）

33（33）

35（35）

3（3）

141（141）

新採研修
拠点校
指導員

    教務 新採研修
校内指導員




